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2015年02月09日 米国の雇用統計（2015年1月） 
2015年01月29日 米国の金融政策（2015年1月） 

（注1）データは2014年2月1日～2015年2月9日。 
（注2）日米短期金利はロンドン銀行間取引金利（LIBOR）1カ月物。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

（注1）データは2014年2月1日～2015年2月9日。 
（注2）社債スプレッドはバークレイズ・米国投資適格社債インデックス。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

■1月中旬から月末にかけて、米国債利回りは低
下しました。原油価格に底入れの兆しが見えな
いなか、投資家のリスク回避の動きが強まり、国
債などの安全資産が買い進まれました。1月27
日～28日のFOMCで低金利政策が維持されたこ
とも国債利回りの低下要因となりました。 

■2月に入り、米国の原油需給の改善期待により
原油価格が反発したことなどから、投資家のリス
ク回避の動きが後退しました。米国企業決算が
堅調なことや、1月の雇用統計で雇用環境の一
層の改善が示されたことから利上げ開始が早ま
る観測も浮上し、米国債の利回りは上昇しました。 

 

リスク回避の動きが後退し、国債利回りは足元で上昇 

2015年2月10日 

（No.2,068）〈マーケットレポートNo.4,023〉 

米国の債券市場（2015年2月） 

■社債スプレッド（国債との利回り差）は、国債利
回りの低下がやや急なこともあり拡大していまし
たが、足元では縮小しつつあります。 

■短期金利の動きをロンドン銀行間取引金利      
（LIBOR）でみると、利上げ観測から米国の短期
金利が上昇する一方、日本では金利が低位で推
移し、日米金利差は緩やかな拡大傾向にありま
す。 

米国債利回りは低下後上昇 
リスク回避の動きに連れ利回り上昇 

社債スプレッドは足元で縮小 
日米短期金利差は緩やかな拡大傾向 

債券利回りは当面低位安定、
徐々に緩やかな上昇へ 

 なることから、利上げペースは緩やかなものに
とどまると見られ、低金利環境が当面継続する
と見込まれます。 

■社債スプレッドは、主要米国企業の底堅い業
績や慎重な財務運営、社債の相対的な高利回
りなどから、今後も安定的に推移すると見込ま
れます。 

■雇用環境の改善が続き、堅調な個人消費の持
続が見込まれ、米国経済は来年にかけて年率
＋3％前後の成長が期待されます。 

■債券市場では、今年半ば以降の利上げ開始が
見込まれ、債券の利回りには上昇圧力がかかる
と見込まれます。ただし、物価の上昇が緩やかと 
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米国債利回りと社債スプレッド（国債との利回り差）

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1242660_1951.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1242385_1951.html

